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♥ ４Ｒ：2番目のＲ
リデュース（Reduce：少なくする）
　　　　　　　　　　・・・ごみを減らす

Ｒｅdｕ
cｅ

Ｒｅdｕ
cｅ

　平成 26年度の 1人１日あたりのごみ排出
量は４２０ｇであり、増加傾向にあります。
　

ごみ減量
　できることから
　　　　　はじめよう 
　～②リデュース～

　一方、家庭から出たごみは、焼却されたり、
埋め立てるなどの方法で処理されますが、埋
立処理を行っている最終処分場には限りがあ
ります。平成５年に供用を開始した浅川最終
処分場は、数年後に埋立が終了します。終了
後の処分場については、置賜広域行政事務組
合で準備をしていますが、現行の処分場と同
様に限りがあるものです。

　限りある最終処分場を少しでも長く利用す
るため、わたしたちはごみ減量を意識し、実
行しなければなりません。

　ひとりひとりが、出来るだけゴミが出ない
方法を考えて行動することで、確実にゴミは
減ります。

容器、包装を減らす

　トレイやパックに入った食品はなるべく買
わず、ばら売りを買う。また、洗剤やシャン
プーは、詰め替え用を選ぶ。

食品ロスをなくす

　食べ残し、期限切れ食品などを食品ロスと
よび、一つの社会問題となっています。食材
を買い過ぎない、料理を作り過ぎない、食べ
残さないなど、心がけ一つでできることがあ
ります。

　様々な面で利用されている使い捨てのもの
も、使った後はごみとなるものです。できる
だけ繰り返し使えるものを。

その他：ティッシュペーパーをふきんの代わ
りに使わない
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■問い合わせ　町民課くらし環境係　☎ 85-6131

人
は
み
な
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
る
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

人
生
の
第
二
は
共
に
土
い
じ
り
　
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

古
希
す
ぎ
て
人
生
い
ろ
い
ろ
今
思
う
　
　
　
　
武
蔵
野
市
　 

池
田
　
武
子

人
の
知
恵
利
用
拝
借
こ
の
世
生
き
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

我
が
道
を
人
生
峠
命
限
り
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

七
転
び
八
起
き
人
生
有
楽
に
　
　
　
　
　
　
　
大
　
瀬
　
五
十
公
野
春
己

足
怪
我
し
車
内
の
人
は
御
親
切
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
　
糸
　
　
マ
サ

雨
風
を
凌
い
だ
人
生
ど
こ
へ
行
く
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
岩
沢
　
盛
栄

一
私
人
の
意
見
無
視
し
て
安
保
法
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫
　
　

祈
り
ま
す
人
類
世
界
無
事
平
和
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

生
か
さ
れ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
人
の
恩
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

街
角
に
い
つ
も
居
る
人
今
居
な
い
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

一
人
で
は
生
き
て
行
け
な
い
助
け
合
い
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

夏
過
ぎ
て
秋
の
夕
暮
れ
人
か
げ
が
　
　
　
　
　
横
須
賀
　
大
滝
　
健
次
郎

人
生
の
八
十
路
の
坂
も
あ
と
二
年
　
　
　
　
　
萩
　
野
　
川
部
　
ち
ゑ

鮎
祭
り
多
く
の
人
で
賑
わ
い
し
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

雑
踏
に
懐
し
い
人
古
里
な
ま
り
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
弘

風
雪
に
耐
え
て
人
生
花
が
咲
く
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

米
寿
を
お
が
む
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
人
の
な
さ
け
が
身
に
沁
み
る
　
　
萩
　
野
　
紺
野
　
五
月

人
よ
乗
れ
地
域
の
宝
長
井
線
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
ば
　
斎
藤
　
靖
夫

人
々
が
幸
せ
願
い
宮
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

私
達
人
に
出
逢
っ
て
人
を
知
る
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
鈴
木
　
ト
ミ

池
静
か
言
わ
れ
て
久
し
人
面
魚
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

相
手
の
気
持
ち
受
け
人
と
し
て
が
ん
ば
ろ
う
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

秋
空
に
あ
て
も
な
く
行
く
一
人
旅
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

天
災
に
人
生
航
路
狂
は
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

人
は
皆
ひ
と
り
で
な
ど
は
生
き
ら
れ
ぬ
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

人
の
世
は
線
路
に
似
た
り
夫
婦
愛
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

私
木
偶
姑
息
人
よ
り
胸
を
張
る
　
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

裏
切
ら
れ
性
善
説
が
濁
り
出
す
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
樋
口
　
昭
吉

凡
人
で
良
か
っ
た
と
妻
は
酌
を
す
る
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
努

人
と
人
笑
顔
に
集
ま
る
デ
イ
ホ
ー
ム
　
　
　
　
町
田
市
　
保
髙
　
悦
子

人
目
ぼ
れ
魚
に
え
さ
を
投
げ
入
る
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

人
は
皆
生
命
力
で
生
き
て
居
る
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野   

村
上
　
桂
造

老
人
で
銀
行
が
混
む
年
金
日
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

人
減
る
が
増
え
る
空
き
家
と
認
知
症
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

縁
結
び
二
人
三
脚
爺
と
婆
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

人
見
知
り
せ
ぬ
幼
な
子
に
笑
顔
も
ら
う
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

次
回
「
初
」
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
福
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
企
画
政
策
課
情
報
係
　 

宛

　町報川柳　― 人 ―　　 

●16　　 広報しらたか　2015.11.12


